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第 6 章では，橋梁構造物全体を 1 つのシステムとして考えた場合の橋梁物の総合的評価法について述べているO 橋
梁構造物の設計あるいは計画がなされる際には，その安全性，経済性，建設による経済効果等の多くの評価項目を満
足するように意志決定がなされる。本論文では，情報積算法という手法を用いて， これらの種々の評価項目について
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の条件全てを満足するような最適設計手法を提案しその有効性を数値計算によって検証している。
第 7 章では，本研究で得られた主要な結論を総括するとともに，橋梁構造物の信頼性設計法の展望について述べて
いる。
論文審査の結果の要旨
本論文は，橋梁構造システム全体としてのバランスのよい設計を行うことを目標に，構成する各構造部の信頼性解
析ならび、に設計法について行った研究をまとめたものであり，主な成果を要約すると以下のとおりである。
(1)橋梁構造物の上部工では安全性に影響を及ぼす走行自動車列による実働曲げモーメント，せん断力が許容値を超
過することを限界状態としまた，下部工では組合せ荷重による各種破壊モードを限界状態としこれらに対して
構造信頼性評価手法を適用し各構造部の信頼性を明らかにしている。
(2) 自動車荷重を走行モード別にモデル化し走行モードが桁橋の主桁，床版の信頼性に及ぼす影響を考察し主桁
の信頼性に対する荷重横分配の効果を明らかにしている。
(3) 総合的評価法としての情報積算法を援用することによって橋梁構造物の最適信頼性設計法を提案し桁橋の主桁
断面の信頼性設計法を行っている。この方法によれば設計断面の曲げ破壊に対する信頼性が著しく向上することを
明らかにしている。
(4) 下部工としての橋脚，杭基礎を対象に，現行の構造設計法の問題点を指摘し塑性崩壊モードをもとにした終局
限界状態に対するこれらの破壊確率評価法を明らかにし終局限界状態設計法を提案している。
以上のように，本論文は橋梁構造物の信頼性解析・設計法について多くの有益な知見を得ており，橋梁設計学の発
展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
